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1. はじめに 
自治体では，災害情報を地域住民へ一斉伝達

する手段として，屋外スピーカーを活用した防

災行政無線を行っている．しかし，スピーカー

との距離や住宅の気密性の違いにより，住民に

聞こえる音量が異なるため，過剰音量や音量不

足となり住民に適切な災害情報を伝達している

とは言い難い．また，スピーカーの音量は風向

きや天候などに左右されやすく，台風などの自

然災害情報には不向きである．故に，迅速に災

害情報を地域住民に伝達するための防災情報サ

ービスを提供することが必要である．そこで本

研究では，災害時における情報通信の在り方に

ついて検討し，普及が本格化しているスマート

フォン活用した防災無線を支援するシステムを

検討する． 

2. 先行研究 
先行研究[1]は，防災用途向けに開発した ICT

防災無線端末を開発して住民へ提供する事によ

り，防災スピーカーから発生される音声を確実

に受信する仕組みを実現している．また，IP カ

メラを利用したリアルタイム情報の提供を実現

している．しかし，専用端末の配備が必要とな

る為，初期費用が膨大となる．また，多数の専

用端末を運用及び管理する事は容易でない． 

先行研究[2][3]は，自治体のホームページに

情報掲載や電子メールにて情報を配信する，文

字情報を主体とした方式を実現している．しか

し，防災情報の取得は住民の任意である為，緊

急情報の伝達に遅延が生じる可能性がある．ま

た，通常のメールに防災情報メールが紛れ込み，

住民へ情報の重要度が伝わり難い．先行研究[4]

は，防災無線スピーカーから発生される音声に

データ情報を付加する方式を実現している．こ

の方式は，専用の携帯端末アプリケーションに

音声を読み込ませることで，防災情報を文字ベ

ースで閲覧可能になる．しかし，音声から得ら

れる付加情報が少ない為、情報が限られている

課題がある． 

3. システム要件定義 
先行研究の課題を解決するには，現在利用さ

れている防災システムに加え，普及が本格化し

ているスマートフォンを活用した方式が必要で

ある． 

3.1. スマートフォンによる情報提示の要件 

本研究は，スマートフォンに対応した PUSH 型，

スマートフォンに対応したPULL型，2つの方式に

よる災害情報の提示する方針とした．PUSH 型を

要件にした理由は，緊急性が高い災害情報を素

早く送信できる為である．また，PUSH 型の通知

機能は，他のアプリケーションと区別して様々

な情報表示方法が開発できる利点がある．PULL

型を要件にした理由は，何らかの障害が発生し

て PUSH 型で情報が送信できなかった場合に，一

定時間毎に情報取得を試みる事ができる為であ

る．また，緊急性が低い情報を住民が任意で取

得するかどうか選択できる利点がある． 

3.2. 従来の防災システムによる情報提示の要件 

本研究は，従来の防災システムと連携するプ

ラグインを開発する方針とした．理由は，フィ

ーチャーフォン向けに電子メールによる防災情

報を提供するサービスが一般的な為である． 

4. システム概要 
 本システムは，災害情報通知サーバ，通知ア

プリケーションがセットアップされたスマート

フォン，Google Cloud Messaging Service，

Apple Push Notification Service から構成され

る（図 1）． 

 災害情報の配信サービスは，以下の手順で提

供される（図 2）．自治体の防災情報担当者は，

ウェブブラウザにより，災害情報通知サーバに

ログインする．次に，災害情報を文字ベースで

入力，添付するメディア情報を選択，配信方式

を選択して配信を決定する．PUSH 型配信を選択

されている場合は，直ちに登録されているスマ

ートフォンへ災害情報が送信され通知として表

示される．PULL 型が選択されている場合は，自

治体のホームページに災害情報が提示され，ス

マートフォンアプリケーションで設定されてい
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る時間によって，住民が任意のタイミングで情

報を取得して表示できる．従来の防災システム

と連携可能なプラグインが導入されている場合

は，その防災システムからも情報が伝達される． 

 
図 1．システム全体構成図 

 
図 2．システム利用フロー図 

4.1. PUSH 型の防災情報提示機能 

本研究は，災害情報通知サーバに受信した防

災情報をスマートフォンに PUSH 通知するスマー

トフォンアプリケーションを開発した． 

Android 端末に対応したスマートフォンアプリ

ケーションは，Google Cloud Messaging 

Service を活用する事で実現した．しかし，災害

情報が送信された順番にスマートフォン端末に

メッセージが受信されている確認する機能が無

い．そこで，この課題を解決する為に，送信す

る災害情報にメタデータを付加させる事によ

り，スマートフォンアプリケーション側で送信

された順番で情報を扱えるよう実現した． 

iOS 端末に対応したスマートフォンアプリケー

ションは，Apple Push Notification Service を

活用する事で実現した．しかし，Apple Push 

Notification Service に一度に送信可能なデー

タ容量に制限がある．そこで，この課題を解決

する為に，一度に送信するデータ量を抑え，送

信待機時間を設ける事により実現している．ま

た，データ容量が大きいメディア情報は，スマ

ートフォンアプリケーションに内包したコンテ

ンツを利用する形式を採用した． 

 
図 4．PUSH 型通知機能の構造 

4.2. PULL 型の防災情報提示機能 

本研究は，災害情報通知サーバに受信した防

災情報を自治体のホームページに掲載可能な CMS

を開発した．また，自治体のホームページに掲

載された災害情報を設定された任意の時間毎に

取得可能な，Android 端末及び iOS 端末に対応し

たスマートフォンアプリケーションを開発した． 

4.3. 従来の防災情報を提供サービスとの連携 

 本研究は，本システムで入力した防災情報を

従来の防災情報を提供するシステムに自動的に

入力し送信するプラグインを開発した． 

5. おわりに 
 今後，スマートフォンを活用した防災無線支

援サービスの評価実験を岐阜県本巣郡北方町に

て実施し，有効性及び他のシステムと比べて優

位性を実証したい． 
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